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1.はじめに 

策定の趣旨及び経過 

千曲市消防団の団員数は令和 5 年 4 月 2 日時点で、条例の定数 834 名のところ、実員数が 639

名、充足率は 76.6％です(令和 6 年 4 月 2 日時点でも、実員数は 622 名で、充足率は 74.6％)。平

成 20 年からの 15 年間で 200 人近く減少しており、消防団員の確保が喫緊の課題となっていま

す。 

 
そこで、千曲市では、令和 6 年 3 月に「令和 6 年度千曲市消防団改善計画(以下、「改善計画」

という。)」を策定しました。この計画は令和 4 及び 5 年度に住民参加型システム「ポリネコ！

CHIKUMA」等を通じて集めた消防団員の声を基に課題を整理し、「今後も千曲市消防団が持続

可能な組織であるためにどうすべきか、現在の消防団活動のあり方を見直す第一歩とすること」

を目的としています。 

 改善計画で整理した課題は以下の 5 点です。 

①団員の大きな負担になっている消防ポンプ操法大会のあり方 

②団員の大きな負担になっている新入団員確保のあり方 

③団員から疑問の声が多く寄せられた各種イベント(お祭り警戒等)との関わり方 

④団員から廃止や改善を求める声が多く寄せられた消防団行事(任命式や出初式等)のあり方 

⑤その他の諸課題にどう対応するか   

 そして、改善計画では「毎年度、1 月～2 月頃に各主要方針に基づく実際の活動の進捗や反省

事項の確認（ローリング作業）を行い、次年度の活動計画に反映させること」としています。

そこで、本計画では令和 6 年度の改善計画で掲げた取り組みの進捗を PDCA 方式で振り返り、

令和 7 年度の千曲市消防団活動に反映することとします。 
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2.令和 7年度事業の主要方針  

【方針作成にあたり大事にしたい基本姿勢】 

令和 6 年度策定の改善計画で示した以下の基本姿勢を継続します。 

 1.消防団が必要とし、持続可能な組織であるための取り組みか 

 2.目的が明確であり、団員がその意味や意義を理解できる取り組みか 

 3.目的達成のための方法が最適と言える取り組みか 

 

【方針に基づく主要な取り組み内容について】 

令和 6 年度策定の改善計画で示した「改善計画の運用」に基づき、令和 6 年度に改善計画で掲

げた課題に対して、実際の活動の進捗や反省事項の確認（ローリング作業）を「PDCA 方式(※)」

で行い、令和 7 年度の活動計画に反映させます。また、令和 6 年度に分団長会議で提言された新

たな課題に対する取り組みも含めることとします。 

 ※…PDCA 方式とは：Plan(計画)、Do(実行)、Check(評価)、Action(改善)という一連のプロ

セスを繰り返し行うことで、業務の改善や効率化を図る手法。本計画において Check(評

価)は、各事業直後の分団長会議での振り返りや、令和 6 年度千曲市消防団アンケートの

結果等(概要は P16 参照)から整理します。 

 

3.令和 6年度事業の振り返りと令和 7年度の取り組み(PDCA) 

テーマ①ポンプ操法大会のあり方 

令和 6 年度計画で掲げた主要方針(要約)(P) 令和 6 年度中に実施できたこと(D) 

操法大会に代わる総合的な訓練の実施〈大会

は休止し、「操法技術総合訓練会」を実施〉 

・「消防団員の負担軽減」と「地域消防力の維

持」の両立を図るため、従来の操法大会は

いったん休止し、代替として「操法技術総

合訓練会」を行う。 

 

操法技術総合訓練会実施に向けた準備 

・基礎的目標基準や練習時間の上限(16 時間)

の設定等を含む実施要領等の作成、審査員

との事前打ち合わせ等を行った。 

・訓練会当日の 6 月 23 日(日)は早朝から大

雨となり、午前 5 時 30 分の時点での降水

量から中止とした。 

令和 6 年度の評価・反省点(C) 令和 7 年度の取り組み(A) 

・従来の操法大会から内容を変えたことは一

定の評価を得た。 

・悪天候時の対応規準が不明瞭だった。 

・代替訓練の用意はなかった。 

・「雨天決行」としていたが、当日早朝の大雨

により中止となった。団員からは「練習の

成果が披露できず、チェックも受けられな

い」「モチベーション低下になる」といった

声が複数寄せられた。 

・令和6年度の取り組みを継続し、市操法大会

は実施せず、上位大会への参加は希望制とす

る。 

・代替訓練の機会を確保したうえで、操法技術

総合訓練会を実施する。 

・悪天候時の対応規準を整理する。 

 

 

◆関連するアンケート結果（設問 4~11 の結果概要） 
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1.とても良い

28.8%

2.良い

39.4%

3.どちらともい

えない

24.2%

4.あまり良くな

い

5.3%

5.悪い

2.3%

問4.従来の操法大会から総合訓練会へ内容を変えたことはいかがでし

たか。(選択は一つ)
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35
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4

1.スピードや順位を競わず、目的を「基礎的技術の習得」に改めた点

2.選手を大会未経験者を中心に構成することとした点

3.ポンプ車の部で第2線延長は行わないこととした点

4.練習時間の上限を設定した点

5.上位大会への選考の機会とはせず、上位大会への参加は希望制とした点

6.その他（自由記述）

0 10 20 30 40 50 60 70

問5.問4で「1.とても良い」または「2.良い」を回答した方は、具体的にどの点が良かっ

たですか。(複数回答可)

1.参加した

65.9%

2.参加しなかった

34.1%

問7.今年度、総合訓練会に向けた練習に参加しましたか(番員、手伝い

を問わず)。(選択は一つ)
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1.低かった

14.9%

2.やや低かった

29.9%
3.どちらともい

えない

28.7%

4.やや高

かった

14.9%

5.高かった

11.5%

問8.操法訓練の負担感や疲労感はいかがでしたか。(選択は一つ)

1.とても参加し

やすかった

5.7%

2.参加しやす

かった

42.5%

3.どちらともい

えない

39.1%

4.あまり参加しやす

くなかった

12.6%

5.参加しにくかった

0.0%

問9.操法訓練への参加のしやすさはいかがでしたか。(選択は一つ)

1.ちょうど良い

21.8%

2.まあ良い

39.1%

3.どちらともい

えない

26.4%

4.あまり良くな

い

10.3%

5.悪い

2.3%

問10.練習時間の上限を16時間に設定したことはいかがでしたか。(選

択は一つ)
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テーマ②新入団員の確保のあり方 

令和 6 年度計画で掲げた主要方針(要約)(P) 令和 6 年度中に実施できたこと(D) 

・事務局が分団毎の課題を聞き取り、継続的

な対応を消防団員と共に検討する。 

・市内企業や区・自治会への働きかけを継続・

拡充することや、消防団に対する理解促進を

図る PR 活動を充実させていく。 

・事務局が、機能別消防団の設置の検討を進

める。 

・区・自治会への働きかけの継続、広報/PR 活

動の強化 

・区長会連合会での協力要請 

・市報での巻頭特集記事、コラム記事の掲載 

・新たな PR チラシの作成 

・各分団の勧誘活動の成功事例や課題等を分

団長会議で共有 

令和 6 年度事業の評価・反省点(C) 令和 7 年度の取り組み(A) 

・負担軽減の取り組みは、団員と家族に一定の

評価を得ており、大量退団のリスク抑止効果

は推察できるが、新入団員増加にまで 結びつ

いているかは不明。改善の取り組みを継続し

つつ、対外的な理解促進の推進が必要。 

・企業への働きかけは十分ではない。 

・市民に直接活動を披露する機会が減少した。 

・SNS での情報発信等について研究が必要。 

・機能別消防団の設置は情報収集に留まった。 

・改善の取り組みを継続し、団員及び家族の負

担軽減と満足度向上の両立を図る。 

・企業/区・自治会への働きかけを継続する。 

・新規 PR 事業として「消防団フェスタ(仮称)」

を実施する。また、この企画の準備を通じて、

分団を超えた団員間の対話機会を創出する。 

・SNSの活用等について研究を進める。 

・機能別消防団について研究を進める。 

 

◆関連するアンケート結果（設問 1~3 及び 12、13、15 の結果概要） 

 

 

 

 

1.低かった

22.7%

2.やや低かった

23.5%

3.どちらともい

えない

34.8%

4.やや高かった

12.9%

5.高かった

6.1%

問1.今年度の年間を通じた消防団活動への負担感を教えてください。

(選択は一つ)
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1.軽くなった

33.3%

2.やや軽くなっ

た

34.1%

3.どちらともい

えない

14.4%

4.やや高くなっ

た

6.8%

5.高くなった

3.8%

6.入団1年目なの

で不明

7.6%

問2.今年度の消防団活動の負担感は過去と比較して変化はありました

か。(選択は一つ)

1.軽くなった

22.0%

2.やや軽くなっ

た

21.2%

3.どちらともい

えない

43.2%

4.やや高くなっ

た

6.8%

5.高くなった

5.3%

6.家族はいない

1.5%

問3.今年度のあなたの消防団活動に対するご家族の負担感は過去と比

較して変化はありましたか。(ご家族の感想を聞いて、一つ選択)

1.進んでいる

3.0% 2.やや進んでい

る

6.1%

3.どちらともい

えない

39.4%
4.やや後退して

いる

22.0%

5.後退している

29.5%

問12.あなたの身近な方や地域からの消防団に対する理解は進んできて

いると感じますか。(選択は一つ)
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問 13 の 5.「その他(自由記述)」回答のキーワード別件数 

「消防団活動の PR/必要性の周知」4 件、「金銭面での待遇改善」4 件、「市が実施すべき」4 件、 

「区/自治会への働きかけ強化」3 件、「福利厚生の充実」2 件、「候補者名簿の提供」2 件ほか 

 

 

問 15 の「1.成功例や効果を感じた取り組みがある」を選択した方のキーワード別件数 

「『地域の仲間が出来る。消防以外の役員など廻って来たとき仲間がいると心強い』等のメリット

の強調」4 件、「職場でのつながり/アプローチ」3 件、「新築世帯/帰郷者へのアプローチ」2 件、 

「地元年配者からの紹介」「入団前に団員との親睦による理解促進」「消防団活動の見学等による

活動への理解促進」「意義や仕組みの根気強い説明」「転入者へのアプローチ」「役に立つ訓練が

あることを強調」「福利厚生(白鳥園割引)のメリットを強調」「地元地区の協力」「名簿の活用」

「無理なく活動ができるよう話し合い」「任期の明確化」「高校の OB 会でのつながり/アプロー

チ」「配偶者のつながり/アプローチ」が各 1 件 

 

101 

42 

58 

44 

23 

5 

1.区・自治会からの協力(候補者推薦など)

2.消防団活動のPR・広報の強化

3.市内事業所への働きかけ

4.合同説明会や体験入団等の新しい取り組み

5.その他（自由記述）

6.分からない

0 20 40 60 80 100 120

問13.新入団員確保に向けてどのようなサポートや取り組みがあればよいと思いますか。

(複数回答可)

1.成功例や効果

を感じた取り組

みがある→(自

由記述), 20 , 

15.2%

2.成功例や効果

を感じた取り組

みはない, 112 , 

84.8%

問15.勧誘活動での成功例や効果を感じた取り組みがあれば教えてくだ

さい。(1か2を選択後、1を選択した場合のみ自由記述）
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テーマ③各種イベント(お祭り警戒等)との関わり方 

令和 6 年度計画で掲げた主要方針(要約)(P) 令和 6 年度中に実施できたこと(D) 

消防団員が雑踏警備を担ってきた戸倉上山田

温泉夏祭り警戒については、参加規模の縮小

を検討する。煙火消費に係る部分を中心に、

地元分団のみの警戒とすることを検討する。 

 

戸倉上山田夏祭りの警戒範囲を縮小し、参集範

囲を地元分団のみとし、参集人員も削減した。 

・祭典本部との事前打ち合わせにより警戒範

囲を縮小した。 

・参集を第 11、12 分団のみとし、人員も前年

比約 4 割減(R5：101 名⇒R6:61 名)とした。 

令和 6 年度事業の評価・反省点(C) 令和 7 年度の取り組み(A) 

改善の取り組みに一定の評価は得られた一方

で、祭典本部が事前に示していた対策が取ら

れておらず、現場の消防団員が対応に苦慮し

た。 

・「祭典本部からの指示命令が統一されてな

い」、「事前に祭典役員から示されていた警備

が必要範囲より、実際は広範囲を任された形

になり、人員がギリギリだった」といった声

が複数寄せられた。 

・消防団員の出動は令和 6 年度の方針を継続

する。 

・祭典本部に警戒範囲は煙火消費に係る部分

のみとすることを求める。 

 

 

 

◆関連するアンケート結果（設問 16、17 の結果概要） 

 

1.とても良い

21.2%

2.良い

33.3%

3.どちらともい

えない

41.7%

4.あまり良くない

1.5%

5.悪い

2.3%

問16.戸倉上山田温泉夏祭りの警戒について、警備範囲や参集範囲を縮

小した点はいかがでしたか。(選択は一つ)
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テーマ④消防団行事(任命式や出初式等)のあり方 

令和 6 年度計画で掲げた主要方針(要約)(P) 令和 6 年度中に実施できたこと(D) 

式典関係が伴う行事は、極力簡略化を図る。

来賓招待及び各種挨拶は最小限に抑制する

等、式典開催準備の際に都度検討する。 

 

令和 7 年 1 月の出初式は街頭行進を省略し、参

集範囲や式典時間を過去最小限に縮小した。 

・分団長を通じて行った団員の意向確認等を

踏まえ、街頭行進は省略。 

・式典時間も表彰や来賓挨拶を最小限にする

ことで約 45 分間の実施とした。 

・例年の会場が一部改修中であることも鑑

み、市役所大会議室で実施し、各分団(ラッ

パ分団を除く)の参加は 5 名とした。 

令和 6 年度事業の評価・反省点(C) 令和 7 年度の取り組み(A) 

団員の負担軽減を図り、概ね高評価を得られ 

たが、一方で露出機会の減少により PR 機会が 

減ったことへの対策が求められている。 

・令和6年度に引き続き、式典関係が伴う行事

は、極力簡略化を図る。街頭行進の実施に

ついても事前に団員の意向を確認する。 

・消防団の PR 機会の創出として「消防団フェ

スタ(仮称)」を実施する(テーマ②で記載)。 

 

 

◆関連するアンケート結果（設問 18~22 の結果概要） 

 

 

 

 

 

 

1.地元地区からの活

動補助もあり出動は

当然のこと

20.5%

2.地域とのつな

がりで出動はや

むを得ない

37.1%3.どちらともい

えない

12.9%

4.出動範囲を精

査して現状より

縮小すべき

18.2%

5.基本的に出動

すべきではない

11.4%

問17.消防団が地元のお祭り等の行事で出動を求められることはどう思

いますか。(選択は一つ)
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問 20.問 18 で「4.あまり良くない」または「5.悪い」を回答した方は、具体的にどの点が良くなか

ったですか。(自由記述)  回答のキーワード別件数 

「PR 機会の減少」14 件、「団員間のつながりを保つ機会の喪失」3 件、「緊張感/一体感の低下」 

「団員の誇りを感じる機会の喪失」「省力化の趣旨が不明」「式典感の減少」「開催意義の喪失」「最

低限残すべき」「そもそも出初式は不要」各 1 件 

1.とても良い

49.2%

2.良い

22.7%

3.どちらとも

いえない

17.4%

4.あまり良くない

5.3%

5.悪い

5.3%

問18.今年度の出初式は街頭行進を省略し、参集範囲や式典時間を縮小

しました。いかがでしたか。(選択は一つ)

71 

33 

79 

5 

1.街頭行進がなかった点

2.参集範囲が各分団(ラッパ分団を除く)で5名となった点

3.式典の時間が短かった点

4.その他（自由記述）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

問19.問18で「1.とても良い」または「2.良い」を回答した方は、具体的にどの点が良

かったですか。(複数回答可)
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1.とても良い

23.4%

2.良い

24.3%

3.どちらともい

えない

45.8%

4.あまり良くな

い

5.6%

5.悪い

0.9%

問21.出初式の会場があんずホールではなく市役所大会議室になったこ

とはいかがでしたか。(選択は一つ)

1.必要性が理解できるし

参加したい

25.8%

2.必要性が理解で

きないが命令なの

で参加する

10.6%

3.どちらともい

えない

30.3%

4.必要性は理解

できるが参加し

たくない

23.5%

5.必要性が理解でき

ず参加したくない

9.8%

問22.式典が伴う消防団行事(出初式・任命式)についての意識をお尋ね

します。(選択は一つ)
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テーマ⑤その他の諸課題 

令和 6 年度計画で掲げた主要方針(要約)(P) 令和 6 年度中に実施できたこと(D) 

1.準中型免許取得に対する公費助成制度創設の検討 

2.婦人消防隊のあり方について、活動の意義や課題を

整理し、廃止を含めて検討 

3.土日に限らない効果の高い訓練の開催の検討・実施 

4.消防団活動マニュアルの作成 

5.事務局と消防団員との対話の機会を増やす取り組み

を検討・実施 

6.消防団員のモチベーション向上につながる施策につ

いて検討 

1.準中型免許取得に対する公費助成制度創設の検討 

⇒予算要求等の準備を整え、令和 7 年度中に開始予定 

2.婦人消防隊のあり方について、活動の意義や課題 を整

理し、廃止を含めて検討 

⇒区長/自治会長等への意向調査を踏まえ、令和 6 年

度末をもち廃止を決定 

3.土日に限らない効果の高い訓練の開催の検討・実施 

⇒平日夜間(R6.11.29（金）)に「認知症サポーター養

成講座を実施」約 20 名が受講 

4.消防団活動マニュアルの作成 

⇒令和 7 年度中の完成を目指して作成中 

5.事務局と消防団員との対話の機会を増やす取り組みを

検討・実施⇒消防団アンケート等を通じて内容や時期

を検討 

6.消防団員のモチベーション向上につながる施策 につい

て検討⇒消防団アンケート等を通じて内容や時期を検

討 

令和 6 年度事業の評価・反省点(C) 令和 7 年度の取り組み(A) 

・「事務局と消防団員との対話の機会を増やす取 り組

み」及び「消防団員のモチベーション向上につながる施

策」については、検討に留まり未実施 

・令和 6 年度中の分団長会議で「幹部の任期」につい

て地区により運用が異なる点(規則では 2 年だが、1 年

での交替も長年認められている地区もある) が指 摘さ

れ検討事項とした。 

 

 

1.準中型免許取得に対する公費助成制度の開始・運営 

⇒要綱を策定し、年度内に開始予定 

2.女性消防団員確保のための研究を継続 

3.土日に限らない効果の高い訓練の開催の検討・実施 

⇒アンケートで要望の多かった「ドローン講習」について 

消防学校での受講手配(10月 18日(土)実施予定) 

4.消防団活動マニュアルの作成 

5.事務局と消防団員との対話の機会を増やす取り組み

を検討・実施 

6.消防団員のモチベーション向上につながる施策につ

いて検討を継続 

7.幹部の任期について、課題を整理し、方針を示す。 

8.消防団施設の改修・充実に向けて、「千曲市公共施設

等総合管理計画」及び「千曲市公共施設個別施設計画 

消防施設等編」との整合性を図りつつ、対策を講じる。 

 

 

◆関連するアンケート結果（設問 14、23~26 の結果概要） 
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64 

57 

47 

47 

77 

18 

11 

1.区・自治会からの協力(候補者推薦など)

2.消防団活動のPR・広報の強化

3.市内事業所への働きかけ

4.合同説明会や体験入団等の新しい取り組み

5.消防団施設の改修(トイレの整備等)のハード面の整備

6.その他（自由記述）

7.分からない

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

問14.今後、千曲市消防団に女性団員を増加させるために必要なことは何だと思います

か。(複数回答可)

1.とても利用し

たい

15.2%

2.利用したい

30.4%

3.どちらともい

えない

47.8%

4.あまり利用し

たくない

0.0%

5.全く利用した

くない

6.5%

問23.「準中型免許取得費用助成制度(原則、取得費用のほぼ全額を補

助。ただし条件あり)」を利用してみたいですか。(選択は一つ)

50 

48 

27 

21 

38 

38 

65 

15 

2 

20 

1.操法の基礎的技能習得のための訓練

2.ポンプ車や小型ポンプの維持管理に関する講習

3.規律訓練(消防団員としての基本姿勢、号令、所作等を…

4.消防車両の安全運転/誘導管理講習

5.水防関係の基礎的訓練(土のう作成や活用技術等)

6.災害図上訓練(DIG)や避難所運営ゲーム(HUG)を通じ…

7.応急救護関係(救命措置・AED講習等）

8.認知症サポーター養成講座

9.その他（自由記述）

10.いずれも当てはまらない

0 10 20 30 40 50 60 70

問24.現在実施中の訓練や講習で、参加して良かった、または参加してみたいものは何で

すか。(複数回答可)
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問 26 消防団活動の中で「あったらいいな」と思うことはありますか。（自由記述）のキーワー

ド別件数 

「地域の子供たちとの交流機会」5 件、「他の分団との交流機会」2 件、「資格取得等のスキルアッ

プ」2 件、「オンライン会議の活用」2 件、「旅行」「役職の経験回数に応じた報酬」「野外調理実

習(災害時の炊き出し想定)」「防災士取得にかかる補助」「体位向上訓練」「県内、他の市町村の

消防団員との交流」「訓練の動画視聴」「各分団の装備品を使った訓練」「夏服の活動服」「より

実践的な訓練」「有益な訓練・講習の対外的な機会拡充」「分団長の負担軽減」「必要性や価値が

あるか現活動の精査」「入団の決め手となるようなサービス(メリット)の確立」「詰所の建替え」 

「詰所にエアコン」「団員の福利厚生の充実」「団員の行政サービスの充実」「存在意義の明確化」 

「装備の拡充」「全活動の有償化」「区/自治会への働きかけ強化」「活動期間の上限設定(定年制の

導入)」「家族向けの感謝イベント」各 1 件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44 

51 

28 

61 

45 

24 

4 

26 

1.家屋倒壊等を想定したチェーンソーやジャッキの取扱…

2.大規模/山林火災等を想定した、操法技術の応用訓練

3.洪水時のボートによる救助活動等を想定した実践的な…

4.災害状況の確認等に使用するドローン操作技術講習

5.防災士の資格取得に必要な講座

6.ハラスメント防止講座(加害者にも被害者にもならない…

7.その他（自由記述）

8.いずれも当てはまらない

0 10 20 30 40 50 60 70

問25.現在未実施の訓練や講習で、参加してみたいものは何ですか。(複数回答可)
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令和 7 年度 千曲市消防団事業計画(日程表) 

 

月 日 曜日 事　　業　　内　　容 対　　象

3月30日 日 10時　任命式（千曲市役所　3階301大会議室） 幹部･新任班長・新入団員

 AM　消防本部講話（千曲市役所　3階301大会議室） 正副団長、正副分団長

AM　第１回分団長会議（千曲市役所　3階301大会議室） 正副団長、正副分団長

4月12日 土 PM　消防学校操法講習（消防学校） 12名(希望者優先)

4月17日 木 16時   第1回埴科消防協会理事会（消防本部） 正副団長、消防係長

4月19日 土 消防学校操法講習（消防学校） 12名(希望者優先)

4月19日 土 ラッパ吹奏講習会（消防学校） 1～3名(正副ラッパ分団長及び指揮者等)

4月20日 日 8:50　規律訓練（戸倉インドアコート） 幹部･新任班長・新入団員

10:40　消防車両安全運転・誘導管理講習会（消防本部） 各分団2名程度（車両運転員）

16時　第2回分団長会議（山風荘） 正副団長、分団長

17:30 消防団新旧幹部引継会（山風荘） 正副団長・前任幹部・新旧分団長

5月9日 金 16時   第1回消防団幹部等連絡会議（消防本部）仮 正副団長、事務局

5月11日 日

～12日 月

5月17日 土 AM　避難所運営訓練 HUG（千曲市役所　3階301大会議室） 全分団(各分団6名程度)

5月22日 木 PM   第2回埴科消防協会理事会（千曲市役所　5階501会議室） 正副団長、消防係長

5月25日 日 水防訓練（大西緑地公園） 全分団

ポンプ操法講習会（大西緑地公園） 各分団10名程度

5月30日 金 長野県都市消防長・消防団長・事務主任者会議（東御市） 団長、消防係長

6月6日 金 千曲川重要水防箇所合同巡視（千曲川重要水防箇所及び水防倉庫）仮 正副団長、消防係長

6月7日 土 副団長講習会（消防学校） 新任副団長

6月7日 土 しなの鉄道connect　-つながる防災フェス-　仮 第8分団　※詳細はしなの鉄道と調整中

6月22日 日 千曲市操法技術総合訓練会／埴科消防ポンプ操法大会（大西緑地公園） 全分団

6月29日 日 千曲市操法技術総合訓練会／埴科消防ポンプ操法大会（大西緑地公園）(予備日) 全分団

6月27日 金 14時　千曲市防犯協会理事会(千曲市　あんずホール)　仮 団長

7月4日 金 PM　県大会主将会議（消防学校） 県大会出場チームの分団長

7月13日 日 長野県消防ポンプ操法・ラッパ吹奏大会（消防学校） 出場チーム、正副団長、全分団長

7月19日 土

20日 日

8月7日 木 千曲川納涼煙火大会警戒 正副団長、第8～11分団

9月4日 木 PM   第3回埴科消防協会理事会（坂城町役場） 正副団長、消防係長

9月7日 日 千曲市総合防災訓練（埴生中学校） 正副団長・第4・5・ラッパ分団

10月8日 水 第15回長野県消防協会消防団長・事務担当者研修会(松本市) 団長、消防係長

10月18日 土 ドローン講習(消防学校) 各分団の希望者

10月19日 日 普通救命講習Ⅱ 各分団３名

冬期ポンプ維持管理講習会 ポンプ車機関員

10月下旬～
11月上旬 埴科消防協会主催　優良消防施設等視察研修 正副団長、消防係長

11月1日 土 千曲市消防団フェスタ　仮 全分団

11月10日 月 火災予防広報パレード（市内全域） 正副団長・分団長

秋の全国火災予防運動　9日～15日 全分団

11月20日 木 PM  第4回埴科消防協会理事会/行政・協会合同会議(千曲市内) 正副団長、消防係長

11月28日 金 18:30　認知症サポーター養成講座（千曲市役所　301会議室）仮 分団長及び班長で参加可能な方

12～1月 一人暮らし高齢者家庭防火チラシ配布 全分団

12月26日 金 歳末特別警戒督励巡視・開始式 全分団

1月18日 日 坂城町消防団出初式 参考情報

1月25日 日 千曲市消防団出初式 正副団長・全分団

3月2日 月 火災予防広報パレード（市内全域） 全分団

春の全国火災予防運動　1日～7日 正副団長・分団長

3月5日 木 PM   第5回埴科消防協会理事会（坂城町役場） 正副団長、消防係長

※　各地区のイベントに消防団コーナー等を設け積極的に参加（アピール）する。事務局で企業訪問等も行う。

　消防本部で秋に実施する「消防フェスティバル」は11/1(土)か11/8(土)か11/15(土)であり、関わり方を検討

令和７年度　千曲市消防団事業計画(日程表)

分団長視察研修（東京・○○方面）　 正副団長・分団長

戸倉上山田温泉夏祭警戒
正副団長、第11、12分団（警戒範囲によっては
変更あり）

　その他年間活動　　分団長会議・・・年10回程度開催

　第2回　消防団等幹部連絡会議（2月予定）＜(消防本部主催)正副団長及び事務局＞

　消防水利・機械器具点検　随時＜各分団＞

　機械器具点検（ｴﾝｼﾞﾝ始動必須）・防火啓発--毎月定例日に実施＜各分団＞

※　AED講習会（人数10名前後～）、HUG講習会（人数20名前後～）等各分団及び各地区等での開催可能　日程等調整必要

R7.3.13現在
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4.改善計画の運用 

本計画の内容は、令和 6 年度と同様に、年度末付近(1 月～2 月頃)に各主要方針に基づく実際の

活動の進捗や反省事項の確認（ローリング作業）を行い、次年度の活動計画に反映させる。また、

年度途中でも、本計画に関連する消防団員からの声を分団長会議等で共有し、必要に応じて、柔

軟に修正を行う。 

 

5.参考資料 

令和 6 年度千曲市消防団アンケートの結果概要 

目的：千曲市消防団改善計画の更新作業の参考にするため、令和 6 年度の消防団事業の改善の取

り組みの評価等を千曲市消防団員に尋ねたもの。 

設問数：全 27 問 

回答方法：インターネット上で回答する「web アンケート」で実施 

回答期間：令和 7 年 2 月 7 日(金)から 2 月 16 日(日) 

回答数：132 

回答結果詳細：別冊資料参照 
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総務省消防庁作成「消防団員の確保に向けたマニュアル」関係資料 

(令和 7 年 1 月 21 日付 消防庁国民保護・防災部 地域防災室長通知) 
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(「消防団員の確保に向けたマニュアル」概要) 

 

  



 

 



 

 

 

令和 7 年度千曲市消防団改善計画 

 

令和 7 年 3 月策定 

編集発行／長野県千曲市危機管理防災課 

〒387-8511 

長野県千曲市杭瀬下二丁目 1 番地 

TEL  026-273-1111 

E-mail bosai@city.chikuma.lg.jp 


